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温泉地の井戸水中並びに土壌に附着して
いるC1一，　SO42一について　（第9報）
　　　　　　島根血忌の湯温泉
岡山大学温泉研究所化学部
　　　　　　　　　　梅本春i爽，
　　　　　　　緒　　　言
　鷺の湯盗泉は島根県の東部，能義郡飯梨村
に在り，中海に注ぐ飯三川の流域，海岸より
約5粁のところに湧出している・山陰線荒島
駅にて島根鉄道に乗換え，約20分にて温泉前
門lc￥．る．同駅より東方約400mにして同温
泉に至る．附近は花三三地帯で，土壌は一般
にその風化土である・湧出Pは僅か三つで，
泉淵は50。C足らすであり，泉質は含食塩石
膏泉であるが，蒸発淺渣は1，59程度の温泉
である．
　前報につy“いて同様な実験を本温泉に於て
試みた．
　　　　　　　実験方法
　昭和28年（1953）9月16，17日前水並びに
土壌採集を行い，前報1）と同様に処理した採
水時に於ける測定法等全て同様である・因み
に16日は曇天であったが，17日は時々降雨に
見舞われ，採集した土壌の一部は多量の水分
を含んでいた．
　　　　　　結果及び考察
　採集並びに測定結果は地図並びに表の通り
田中重男
である．
　測定結果について統計的に検討するため
に，先づ※印を附した場所を温泉地帯と見倣
し，その他の地域をその周辺地帯と考えて
Cochran及びCox　2）の近似法により雫均値
の比較を行った．
　井戸水のCl一については，温泉地帯の井戸
水のCl一含量の卒均値X＝137．2，周辺地幣の
井戸水のC1一含量の李均値Y＝30．7で，雫
均随の差の有意性を検定すると，幻S玄＝2・26
となる．5％水準を計算すると，2・18となり・
有意である・
　井戸水中のSO42一については，温泉地帯の
井戸水中のSO42一含量の李均値X”＝116．9，
その周辺地帯の井戸水中のSO42一含量の平均
値マ＝5．91で，早均値の差の有意性を槍定す
ると，X／S玄＝2．337となる・5％フ」く準を計算
すると，2．179となり，有意である・
　井戸水の水温については，温泉地帯の井戸
水の水温の卒均値X＝21．　54，その周辺地帯の
井戸水の水温の卒均値亨＝20．30で，亭均値
の差の有意性を検定すると，X／SE　＝＝　O・785＜1
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となり，有意でない・
　即ち井戸水に関しては，Cl一，　SO42一含“量
は温泉；地i箒のもの
とその周辺地帯の
ものとの差は有意
であって，温泉地
帯に於て大きい値
を示すが，水温に
関しては有意の差
があるとは認めら
れない．
　土壌に附着して
いるCl一について
は，温泉地帯の土
壌に二附着している
C1一の量の平均値
文＝8，37，その周
辺地帯の土壌に附
着しているCl一一の
量の平均値Y＝3．
47で，平均値の差
の有意性を槍配す
ると，X一^S憂＝2．150
となる．5タ6水準
を計算すると，2．
305となり，有意
ではないが，有意
水準に近い．
　土壌に附着しているSO4㍗については，温
泉地帯の土壌に附着しているSO42一の量の卒
均値X＝4．66，その周辺地帯の土壌に附着し
ているSO42一の量の手均値マ＝4．14で，平均
値の差の有意性を槍定すると，X／S豪＝1．020
となる．5％水準を計算すると，2．286とな
り，有意ではない・
　即ち土壌に附着しているCl一，　SO42一の量
については，温泉地帯とその周辺地帯のもの
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との差は有意ではないが，Cl一の量にあって
は溜泉地帯の方が大きい値を示す傾向が認め
られる．
　次に†印を附した場所を温泉地帯と見微
し，その他の地帯をその周辺地帯と見傲し
て，同様に比較してみる事とする・
　井戸水中のCl一については，　X＝191．55，マ＝
26．44となり，X／飯＝2．76となる．5％水準を
計算すると，2．305となり，有意である・
　井戸水中のSO42一については，　X＝168．3，
Y一　6．　0となり，X／飯＝2．　564となる．5％水準
を計算すると，2．305となり，三差である・
　井戸水の水温については，X＝23．31，マ＝
19．57となり，X／Sx＝2．320となる．5％水準
を計算すると，2．269となり，有意である．
　土壌に附着している，Cl一については，又＝
9．　04，Y＝＝3．44となり，　X／S嚢＝2．276となる．
5％水準を計算すると，2．・364となり，有意で
はないが，有意水準に近い．
　土壌に附着しているSO42一については，　X＝
4．725，Y＝4．133となり，　XL^Sk＝1．076とな
る・5％水準を計算すると，2．　337となり，有
意ではない・
　即ち井戸水中のC1　，　SO42一含量並びに水
溜に関しては，温泉地帯とその周辺地幣の二
三値の差は有意であり，温泉地帯の方が大き
4 梅本春、次，田中重男
い値を示す．土壌に附着しているC1一，．SO42一
については，両地帯の雫均値の間の差は認め
られないが，C「の量にあっては温泉地帯の
方が大きい値を示す傾向があると考えられ
る．
　何れの分け方の場合にしても有意の差を示
す要素が認められるのであるが，その原因と
なるべき要因は温泉叉は温泉を供給する源以
外には考えられない・温泉或いはその源の影
響の現われる地域を温泉地帯と名附けるのが
当然の様に考えられるので，本温泉の泉質等
から考えあわせると，温泉の影響の現われ方
が大きい様に地域の分け方を取った方が合理
的であるので，後の場合（即ち†印による場
合）の様に温泉地帯を考えた方が良いと思え
る．
　次にNo．1～18を阿寒地帯としNo．19～24を
その周辺地帯として唱えて，同様な比較を行
った・その結果井戸水については，Cl一含量
に関してX＝104．　07，Y＝41．23となり，卒均
値の差の有意性を槍定すると，文／Sfi＝2．252
＞2．151で有意となり，SO42一含：量に関して
はX＝87．2，Y＝5．8で，李朝値の差の有意性
を検定すると，X／鉦＝2．230＞2。1i1となり
有意となり，水温に関しては又＝　21．　89，Y　＝＝
18．20で，李均値の差の有意性を検定すると，
X／SX；2．613＞2．374となり，有意である・』』
　（以上有意水準は5％）即ち井戸水中のC1一，
SO42一含量及び水温は温泉地の近くでは遠い
ところより大きい値を示す・
　土壌に附着しているCl一については，　X＝
6．42，マ＝3．95で，平均値の差は文／飯＝1．453
〈2．210となり，有意でない．SO42一について
は，X漏4。31，　Y＝4，51となり，その差はX／Sx
＝0．0854＜2．458となり，有意ではない．（以
上有意水準は5％）即ち土壌に附着している
C1一‘，　SO42一については温泉の近傍と離れたと
ころで差は認められない・
　この事実は前述の結果と比較して謡えてみ
ると，むしろ有意の差が認められる要素ぷ少
いが，これはNo．3～No．6の様な場所をも温
泉の近傍に含めて考えた結果である・これは
地理的には温泉の湧出場所に近い採集，測定
場所であるが，温泉の影響の現われ方の少い
地域に入れるべきであり，前報迄の様な温泉
活動の比較的活溌な場合に比し，鷺の湯温泉
は源泉も僅か二，三に過ぎす，余り活動的で
ない事よりかSる事実が生れたと考えると，
これらの事実は地下の温泉活動の早態を促え
る一つの助けとなるのではないか、と思う．
　　　　　　　結　　　　論
　鷺の湯温泉に於て，井戸水中のCl一，　SO主2一
を牛定量し，水温を測定し，土壌に附着して
いるCl’一，　SO42一の：量を定量した結果につい
て，二つの地域に分けてその卒均値の差をし
らべてみたところ，†印の様な温泉地帯とそ
の周辺地帯に分けて見た場合に平均値の差が
有意となる要素が多く，かNる要素に差を与
える他の要因も考えられないので，それは温
泉又は温泉を供給する源による影響と考え
た．爾おNo．3～No．6は地i理的には温；泉の湧出
場所に近いにもかSわらす，むしろ温泉の影
響の現われ方の少い地域に入る事は地下の活
動を調らべる何らかの助けとなると思える．
　本研究に関し，御指頭御鞭礎を賜った岡山大学
温泉研究所長坪井誠太郎博士，東京大学教授木村
健二郎博士並びに現地に於ける実験に種々御配慮
を頂いた島根県衛生民生部長志水清氏を初め，衛
生部の方忽に深甚の謝意を表する．爾お研究費の
一部は文部省科学研究費によった・
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1）梅本春次，岡大温研砂，12，1（1953）．
2）　Snedacor，　Statistical　Methds　（1950）・
STUDI：ES．ON　T耳E　CHLORIDE　AND　SULFATE　CONTENT
OF　WELL　WATERS　AND　THE　AMOUNTS　OF　CHLORIDE
AND　SULFATE　FIXED　TO　SOIL　IN　THE　MINERAL
SPRING　DISTRICTS　（IX）
　　　SAGINOYU　’HOT　SPRINGS，　SHIMANE　PREFECTURE，
　　　JAPAN．
　　　　　　　by　Shunji　UMEMOTO　and　Shigeo　TANAKA
（DIVISION　OF　CHEMISTRY，　BALNEOLOGICAL　LABORATORY，
OKAYAMA　UNIVERITY）
　　　　At　Saginoyu　Hot　Springs　same　experiments　as　those　described　in　previous　reports
were　carried　out・　Water　temperature　of　Springs　is　about　500C．　and　main　constituents
dis’solved　in　spring　watef　are　calcium　sulfate　and　sodium　chloride，　its　total　salt　con一一
tent　being　！．5g．／e．．　Experimental　results　obtained　are　shown　in　the　annexed　table　and
map．
　　　　The　results　obtained　may　be　discussed　in　two　ways　：
　　　　’First，　the　area　m．arked　with　｝＊（　is　regarded　as　the　spring　zone，　and　a　comparison
is　made　by　Cochran　and　Cox’s　method　between　this　zone　and　the　outside　area　as　to
‘Lhe　aTyterage　cont．rtnts　of　chloride　and　sulf．n．t．p．　in　well　Water，　the　average　water　tempe－
ratures　of　well　water　and　the　average　amounts　of　chloride　and　sulfate　fixed　to　soil・
The　differences　in　ft．　verages　of　the　chloride　and　sulfate　content　of　well　water　are　si－
gnificant，　while　that　in　average・water　temperatures　is　n6t　significant・　The　differen－
ces　in　the　average　amounts　of　chloride　and　sulfate　fixed　to　soil　are　not　significant・
However，　the　difference　in　the　average　amounts　of　chloti，de　fixed　to　soi1　is　nearly
same　as　thet　for　the　5％　level，　and　it　is　seen　that　the　average　amount　of　chloride
fixed　to　soil　tends　to　be　higher　in　the　spring　zbne　than　in　the　outside　area・
　　　　Second，　the　area．marked　with　t　is　regarded　as　the　spring　zone，　and　a　compari－
son　is　made　in　the　same　way　as　the　above．　The　differenees　in　the　averages　of　the
chloride　and　sulfate　contents　and　water　temperatures　of　Well　waters，　all　being　high－
er　in　the　’唐垂窒奄獅〟@zone，　are　significant．　The　differences　in　average　amounts　of　chloride
and　Sdlfate　fixed　to　soil　are　not　significant．　However，　since　these　differences　are
near1y　same　as　that’for　the　5％　level，　the　average　amounts　of　chloride　and　sulfate
fixed　to　soil　tend　to　be　higher　in　the　spring　zone　than　in　the　outside　area．
　　　A＄　the　existence　Q．　f．　sources　which　would　supply　the　chloride，　sulfate　and　heat　to
the　water　and　soil　is　impossible，　the　above　differences　may　be　due　to・　effects　of　ther－
mal　springs．　Since　the　spring　zone’may　be　defined　as　the　zone　effected　by　mineral
springs，　it　is　more　appropriate　to　follow　the　second　ef　th，e　al］ove　tvLTo　ways　than　to
follow　the　first，　aiid　to　regard　the　area　marked　with　t　as　the　sPring　zoile・　TLhen，
the　diff．erences　between　the　spring　zone　and　the　outside　area．　are　revealed　more
remarkably　than　otherwisie．
　　　It　is　an　interesing　fact　that　the　samples　Nos．　3－6，　thotigh　collected　from　the
spots　very　near　to　the　springs，　do　not　belong　to　the　spring　zone．
